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　私は入社当初からUNIX機器のハードウェ

ア保守に携わってきました。永く携わるに連

れてハードウェアだけでなく、ＯＳやミドル

ウェアの保守知識を習得し、ハードウェア、

ＯＳの両面から障害に対処していくことも増

え、自身のスキルになっています。これから

述べるのはちょうどハードウェア、ＯＳの両

方のスキルが役立ち、常にスキルアップが必

要であることを実感した出来事です。

　私は今、サービス拠点に在籍していますが、

その拠点は拠点だけでなく、いくつかの県に

わたって分室があります。複数の分室を持ち

ながらも、UNIX機器の保守技術者が少なめ

の拠点でした。

　そんな中、冬手前のある日、とある山頂に

あるレーダー施設のUNIX機器が稼働できて

いないということで、対応依頼がありました。

しかも、現在は稼働できておらず詳細が不明、

山頂のため時期的に多少の雪もあり、45分ほ

どの登山も必要だというのです。他に技術者

もおらず、自ずと私に白羽の矢が立ちます。

この時点で状態がわからない上に登山まで、

と、正直荷が重く、「うーん、分室のメンバー

は行けないの？」という感情だったことを強

く覚えています。しかし、「障害状況が状況

で木村くんのスキルが必要だ。行ってくれな

いか？」との声がかかり、私のスキルを認め

てくれているというところがやる気を後押し

してくれました。

　さて、数日の準備期間がありましたが、ど

こまで準備するか迷いました。寒さや雪の可

能性とのことでしたので防寒具や靴を準備し

たのは言うまでもなく、保守マニュアル、保

守用テストメディアなどの準備はしますが、

どんどん鞄は膨らみ、重量も増していきます。　　

寒冷地の登山なので極力身軽にしたいのが正

直なところでした。しかし、機器の状態が分

からず、ハードウェア故障ではない可能性も

ありますし、何より一度現地入りしたら足り

ないものがあっても簡単に取りに戻ることが

できない環境です。いろいろな状況が予想さ

れ頭を駆け巡りましたが、やはり念には念を

という考えが勝りました。私のハードウェア、

ＯＳ、ミドルウェアの経験や情報が詰まった

重くて分厚い資料も鞄に入れることにしたの

です。

　そして当日、薄っすら雪が覆っている登山

口で担当者のＡさんにお会いし、登山を開始

し、45分ほど登り山頂へ到着。Ａさんから	

「ここから本番なので、木村さん頼みます！」

と声を掛けられ、緊張が走る瞬間でしたが調

査を開始しました。幸いにも原因は、わりと

早い段階で判明しました。ハードディスクの

故障によりデータが読み込めず、ＯＳがス

ローダウンしていることまでわかりました。

ここまでは通常のハードウェアスキルで進め
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られました。ところが、対処方法を策定すべ

く深掘りしていくとミラーリングしている

ハードディスク２本とも故障していることが

わかったのです。ここまでくると対処はハー

ドディスク２本交換、ミラーリングの再作成、

データリストアとなってしまいます。私はＡ

さんに対処方法を説明し納得していただけま

したが、この時点ではミラーリング再作成、

データリストアは、Ａさんでは対応しきれな

いことがわかったのです。どうにか対応でき

ませんか？というリクエストをいただき、も

ちろん私は、それらの対応も何度も経験して

いたので対応は可能です。しかし、お客様の

システムに安易にいじるわけにはいきませ

ん。きちんと手順を確認して対応する必要が

あります。そうです、重くて分厚いあの資料

が今まさに役に立つ時だったのです。手元に

あったお陰で、図面や手順をＡさんに示し、

私自身も安全・確実な手順を策定することが

できたのです。経験しておいて良かった！纏

めておいて良かった！持ってきて良かった！

心の中でガッツポーズした感覚でした。

　ところが、Ａさんも納得しリストアまで進

めてシステム起動したところ、なんとエラー

で止まってしまったのです。内心ドキドキで

した。いったん深呼吸してエラー内容を読み

解いていくと、薄っすら経験したような内容

な気が。またしても準備しておいた資料が活

躍したのです！ページを漁り見つけ出すこと

に成功し、全く同じ事象だったので対応し無

事に起動させることに成功しました。Ａさん

は「おお！直った！木村さん！すごい！」と

声を大きくしており、私も「勝った！」と思っ

たのを覚えています。

　一緒に現地へ入ったＡさんとはその後直接

お会いする機会はなくなりましたが、他の案

件でメールでのやり取りでも「あの時は大変

でしたね。でも木村さんに来てもらえて本当

に助かりました。この案件もご指名したいく

らいですよ！」と言って下さったことは忘れ

られません。この一件はその後の「準備を怠

らない」「常にスキルを身に着ける」「不安状

態では実施しない」という私なりの原則を作

る基となる良い経験となりました。
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